ことで ある。 一例 を挙 ぐれば、 マコ— レ— の 文章な ど 

によく ある in spite of の 如き は それ だ。 意味から 云 

えば、 二つと か、 三つと か、 もしく ば 四つと かで 充分 

である もの を、 音調の 関係から もう 一 つ 云い 添える と 

いう ことがある。 併し 意味 は 既に 云い 尽 して あるし、 

もとより 意味の 違った こと を 書く 訳に は 行かぬ から 仕 

方な しに 重複した 余計の こと を 云う。 

ことば 

これ は 語 の 上に も ある ことで、 日本語の 「やたらむ 

しょう」 など は その 一 例で ある、 或は 「強く 厳しく 彼 

を 責めた」 とか、 或は、 「優しく 角立たぬ ように 説得し 

た」 とか 云う 類 は、 窶 々欧文に 見る 同一 例で ある。 こ 



ほど 見 じめ な もの はない の だから、 余程 自分の 手腕 を 

信ずる 念がない とやり きれぬ。 自分 はさす がに それ ほ 

けんのん 

ど 大胆ではなかった ので、 どうも 険 呑に 思われて 断行 

し 得なかった。 で、 依然 旧 翻訳 法で やって いたが、 … 

併し それ は 以前 自分が 真面目な 頭で、 翻訳に 従事し 

た 頃の ことで ある、 近頃の は、 いやもう お話しに なら 

ない。 

(明治 三十 九 年 一 月 「成功」) 
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